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2020 年
No. 734 日合商の基本は『協調と連帯』

日合商は昭和 52（1977）年に合板・建材を扱う流通
業界の活性化と、関係官庁に意見書が提出できる組
織として発足した歴史ある組織であり、業界唯一の
国の認可団体です。その「会勢強化」は、業界の活
性化につながるものです。また、新規会員・賛助会
員の数が増えることで関係官庁への発言力も増し、
社会的な影響力も拡大していくものと考えています。
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第 43 回通常総会
in OKAYAMA

ご案内

● 5 月 21 日（木）　通常総会
　役員会受付　12：00 ～
　役員会　　　13：00 ～
　総会受付　　13：00 ～
　総　会　　　14：00 ～ 15：30
　講演会　　　15：45 ～ 17：15
　　講師：田部家二十五代当主　田部　長衛門　氏
　　演題：『たたら 600 年 山と共に生きる 中国山地の過去 現在 未来』
　懇親会　　　17：30 ～ 19：10
　　アトラクション：CLEARANCE（クリアランス
　　　　　　　　　　アカペラヴォーカルグループ）第一部
　二次会　　　19：20 ～ 20：30
　　アトラクション：CLEARANCE（クリアランス
　　　　　　　　　　アカペラヴォーカルグループ）第二部

◆開催場所　岡山プラザホテル　〒 703-8256 岡山市中区浜 2-3-12
　　　　　　TEL　086-272-1201

● 5 月 22 日（金）　エクスカーション
　【ゴ　ル　フ】
　　後楽ゴルフ倶楽部　定員：14 組　56 名（先着順）
　【観　　　光】
　　後楽園・瀬戸大橋・倉敷美観地区　定員：40 名（先着順）

日合商支部 4 月のスケジュール
東北支部　総会　　　　ホテルメトロポリタン仙台　延期・日程調整中
関西支部　総会　　　　16 日（木）書面決議
中部日本支部　総会　　17 日（金）書面決議

通常総会は、日合商の『協調と連帯』の理念の下、全国の会員が一堂
に会して建材流通業の発展と会員の活性化を図り、情報交換の場にな
る、年に一度の貴重な機会です。本年は、中国支部が主管として、支
部会員力を合わせて準備を進めています。
皆々様お誘いのうえ、ぜひご出席ください！

2020 年　開催日程

日本合板商業組合　理　事　長　足立建一郎
　　　　　　　　　中国支部長　小林　恭光

2020 年 3 月 26 日（木）開催を予定していた
『2019 年度 第三回役員会の招集中止並びに

   第二回合板需給懇談会の中止について』
2 月 25 日付で新型コロナウイルス対策について政府の基本方針が決定し、日合商
は、この方針に準拠して運営を行うこととしました。
よって『2019 年度 第三回役員会並びに第二回合板需給懇談会』について、役員
会は招集決議から書面決議に変更しました。また、第二回合板需給懇談会も中止
しました。

2020.2.18
山梨地区支部
アピオ甲府にて　参加 69 名

2020.2.19
中部日本支部
名古屋国際会議場にて　参加 75 名

日合商支部で研修会が開催されました

2019 年の神奈川支部研修会に引き
続き、小島勇祐法律事務所 弁護士 小
島勇祐氏を講師に招いて、大改正さ
れ本年 4 月 1 日から施行される民法
の『債権法改正における契約書見直
しのポイント』についてセミナーを
開催。今回は、日合商と準会員であ
る丸増ベニヤ商会とジャパン建材の
3 者による合同企画として実施され、
日合商会員以外の流通業者や、取引
先工務店の参加も多数ありました。

支部恒例の「冬の研修会」を
株式会社イマージョン代表取
締役社長 藤井正隆氏を講師
に迎え、『人を大切にする経
営～なぜこの会社に人材が集
るのか～』を演題に開催。参
加いただいた方々には熱心に
聴講いただけました。

早川勝地区支部長 挨拶の後、
研修会を開始

小田敏光支部長 挨拶の後、
研修会を開始

講師は、株式会社イマージョン
代表取締役社長
藤井正隆氏

講師は弁護士の
小島勇祐氏

なお、新型コロナウイルス対策について政府の要請等が継続する場合、
中止を含む開催の変更を検討いたします。



優れた透湿抵抗

シンプルな防火構造

寸法安定性

火に強い

優れた施工性

小屋裏等は、面材の省略に対応

不燃認定材料

面材のあばれ、反りが生じにくい　

透湿抵抗は非常に低く、壁内部の結露防止に有効

加工が容易

厚さ ９.５㎜

住団連
経営者の住宅景況感調査（令和元年度第 4 回）報告
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総戸数 持　家 分譲住宅 賃貸住宅 給与住宅個数

平成 29 年度  実績 94.6 28.2 24.8 41.0 0.5
平成 30 年度  実績 95.3 28.8 26.7 39.0 0.8
令和 元 年度  予測 90.5 28.1 25.7 36.1 0.6

令和元年度  予測

A 社 91.5 29 27 35 0.5
B 社 91 28 25 37.5 0.5
C 社 91.1 27 30.1 33 1.0
D 社 88.7 28 25.1 35 0.6
E 社 88.2 28.4 25.7 33.5 0.6
F 社 89.5 28.5 26.5 34 0.5
G 社 89 28 25 35.5 0.5
H 社 90 27.5 25.5 36.5 0.5
I 社 93.1 28.4 26.2 38 0.5
J 社 　 　 　 　 　
K 社      
L 社 90 26.5 25 38 0.5
M 社 89.1 28.4 25 34.9 0.8
N 社 91 27.5 25 37.9 0.6
O 社 91 28 25.4 37 0.6
P 社 　 　 　 　 　
Q 社 90.6 29 27 34 0.6
R 社 91.9 27.5 25.5 38.4 0.5
S 社 92.5 28.5 25.5 38 0.5

平　均 90.5 28.1 25.7 36.1 0.6

【単位：万戸】

令和元年度の新設住宅着工戸数の予測アンケート結果
回答数 16 社

調査期間
令和 2 年 1 月上旬
調査対象
住団連及び、住団連団体会員の会員企業 17 社の住宅の受注動向を把握している経営者
回答数　16 社
旭化成ホームズ、一条工務店、大野建設、サンヨーホームズ、スウェーデンハウス、
住友林業、積水化学工業、積水ハウス、大東建託、大和ハウス工業、
東急ホームズ、トヨタホーム、日本ハウスホールディングス、
パナソニック ホームズ、ミサワホーム、三井ホーム　　　（社名：アイウエオ順）

北海道	 -0058	 小日向商会㈲	 代表取締役社長	 小日向  直人

東北	 - ④ -0027	 協業組合  山協産業	 専務理事	 深瀬  昌洋

東北	 - ② -0087	 ㈱小池銘木店	 代表取締役	 小池  広志

東北	 - ② -0088	 北豊トーヨー住器㈱	 代表取締役	 豊田  肇彦

東北	 - ② -0089	 ㈱互大	 代表取締役	 熊谷  則幸

東関東	 - ② -0034	 ㈱千葉三協	 代表取締役	 山口  安則

東京	 - ③ -0130	 ㈱森　傳	 代表取締役	 森田  康雄

中国	 - ② -0095	 ㈱東洋建材	 代表取締役	 龍舎  達也

【グリーン購入法】に基づき
事業者新認定・期限更新した8 社

2020 年
2 月 25 日現在
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概　要
　2020 年 1 月の新設住宅着工戸数は 60,341 戸（前年同月比 10.1％減）で
7 カ月連続の減少となった。その内、木造住宅は 33,849 戸（前年同月比
11.2％減）で、7 カ月連続の減少。季節調整済年率換算値は 81.3 万戸で前
月比 4.6％減、先月の増加から再びの減少となる。
　利用関係別では持家が 18,037 戸（前年同月比 13.8％減）で 6 カ月連続
の減少、貸家は 24,147 戸（同比 2.5％減）で 17 カ月の連続の減少、分譲
17,856 戸（同比 14.6％減）で 3 カ月連続の減少となった。分譲の内訳は
マンションが 6,789 戸（同比 27.5％減）で 3 カ月連続の減少、戸建ては
10,881 戸（同比 2.8％減）と 2 カ月連続の減少となった。持家、貸家及び
分譲住宅が減少したため、全体で前年同月比 10.1％の減少となった。

国内 ･ 外合板の供給量
　1 月の国内合板生産量は 26.8 万㎥（前月比 95.9％、前年同月比 103.6％）
と発表された。その内、針葉樹合板の生産量は 25.8 万㎥（同比 95.6％、
104.2％）となり、出荷量は 25.7 万㎥（同比 97.7％、94.6％）で在庫量は
12.9 万㎥と若干増加した。

　 輸 入 合 板 の 1 月 度 入 荷 量 は 24.2 万 ㎥（ 前 月 比 111.9 ％、 前 年 同 月 比
94.0％）。国別入荷量はマレーシアが 6.3 万㎥、インドネシアが 8.9 万㎥、
中国が 6.7 万㎥となっている。

今後の見通し
　国内針葉樹合板は 2 月に引き続き 3 月も低調な荷動きである。メーカー
は相場の下落を避けるように働きかけているが、現実としては依然安値が
聞こえており、弱基調は払拭されない。特にルートは落ち込みが大きい状
況となっている。
　直需関係では仕事量が増えつつあるが、まだ相場を引上げる勢いではな
い。在庫量が増加し需要の手ごたえが薄いことから先安観につながり、市
場は様子見となっているので、メーカーが建値をしっかり維持できるかが
焦点になっている。
　輸入合板は産地価格が高止まりする中で、積極的な購入が難しい状況で
ある。港頭在庫も決して多くはないが、年明けからの荷動きが停滞してい
る為、供給以上に需要が薄く盛り上がりが想定しづらい厳しい状況が続い
ている。
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林野庁主催『令和元年度第 4 回木材需給会議』に先立ち
2020 年 3 月 5 日に開催された「合板需給検討委員会」（日
本合板商業組合・日本木材輸入協会・日本合板工業組合
連合会）で合板需給見通しを検討しました。

　国産合板の需要
1. 令和元年第 4 四半期の実績について　　今回（881 千㎥）

（実績数量の背景、前年同期との比較等）
生産では、稼働日数が多く新工場分の上乗せなどから令和元年のピークとなり、出荷において
はトラック（運転手）の確保難、駆け込み反動減等はマイナスに働いた。一方プレカット工場
などが牽引する旺盛な需要状況から、前年同期比＋ 2.6％の増加であった。
2. 令和 2 年第 1 四半期の見込みについて　　今回（800 千㎥）

（見込み作成の根拠、前年同期との比較等）
生産は、冬場の気温から東北地区については乾燥効率の低下などの制約下にある。需要は、駆
け込み反動減にありながら年度内着工を目指す需要も見られる。また、非住宅の木造化の進展
も見られ針葉樹構造用の部位や用途の拡大が続く見通であった。しかし、2 月以降は市況価格
の軟化と新型コロナウィルスの影響が出始め、第 1 四半期では前回の見通しから大きく下方修
正せざるを得ない状況となった。前年同期比 -2.1％の減少の見込。
3. 令和 2 年第 2 四半期の見通しについて　　今回（790 千㎥）

（見通し作成の根拠）
生産は、新工場増分は前年より 5 万㎥ / 年間の増加、既存工場は働き方改革対応などから設備
の生産合理化投資に取り組む姿勢がみられる。需要は、新設住宅着工で年間 5％程度までの減
少の傾向で、上期低調で下期回復とみられていたが、新型コロナウィルスの影響により住宅工
程終盤の住設機器や造作の受注止めにより減少幅は大きく広がる見通し。一方、非住宅におい
ては木造化拡大への政策支援効果は昨年以上の進展する見通しの為プラス要因。

（前年同期との差異について）
結果、前年同期比 -4.4％の大幅減少の見通し。
4. 令和 2 年第 3 四半期の見通しについて　　今回（770 千㎥）

（見通し作成の根拠）
オリンピック・パラリンピックへの新型コロナウィルスの影響が計り知れない中、当初の下期
からの回復予想がどの時期から成り立つのか本当に見通しづらい。

（前年同期との差異について）
減少は大きく前年同期比 -9.3％の見通し。
5. その他注目点等
◦令和元年の国産合板比率大幅上昇、供給・需要ともに 57％前後。
◦非住宅木造における JAS 構造用の補助制度の継続実施方針。

　輸入合板の需要
1. 令和元年第 4 四半期の実績について　　今回（653 千㎥）

（実績数量の背景、前年同期との比較等）
建材商社等の輸入元においては、消費増税駆け込み需要等による在庫の回転と価格底入れにともない、
新規契約の手当が進んできたことから供給増加となった。需要では、塗装型枠用合板の引合いは低調だ
が構造用合板の引合いは比較的強く、全体として第 3 四半期より 8％程度の増加となった。しかし、前
年同期比は -14.1％と大幅な減少であった。
2. 令和 2 年第 1 四半期の見込みについて　　今回（620 千㎥）

（見込み作成の根拠、前年同期との比較等）
令和元年は、南洋材丸太の規制や国内合板や他材料への転換が大きく進んだことにより、輸入合板の
国内での供給・需要の比率は大きく低下した。供給で -13.3％、需要で -13.0％の減少であった。令和 2
年においても、需要における転換の傾向が変わることはなく、新型コロナウィルスの影響も加わり、減
少幅が縮小する見込みは無い。前年同期と同等の -6.7％の減少の見込。
3. 令和 2 年第 2 四半期の見通しについて　　今回（600 千㎥）

（見通し作成の根拠）
船舶の SOx 規制による経費コストの輸入合板価格への反映、シッパーと輸入元、輸入元と需要家との
綱引きはあるが、その上コンテナ輸送に依存が高まった結果、海上コンテナの 3 分の 1 が中国港経由
という事情も加わりコンテナの調達にも新型コロナウィルスの影響が出て、厳しい状況が続く見通し。

（前年同期との差異について）
その結果、昨年の一番低い四半期の量の水準となり、前年同期比 -2.1％となる見通し。
4. 令和 2 年第 3 四半期の見通しについて　　今回（580 千㎥）

（見通し作成の根拠）
オリンピック・パラリンピックへの新型コロナウィルスの影響が計り知れない中、見通しづらさは国産
の状況と同じ。しかし、輸入離れの一層の進行に歯止めの兆しは見えない。

（前年同期との差異について）
結果、第 2 四半期より減少し、前年同期比では -4.0％の水準となる見通し。

2.3㎜ T2

4.0㎜  〃

5.5㎜  〃

9.0㎜  〃

12.0㎜  〃

ラワン JAS
F ☆☆☆☆

針葉樹構造用
（ネダノン）

輸入・型枠用

輸入・構造用

F ☆☆☆☆  12㎜ C-D

F ☆☆☆☆ 24㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 28㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 9㎜  3×10

12㎜ JAS 製品

F☆☆☆☆12㎜ JAS 製品

品　　目

※東京都ベニヤ板問屋協同組合、日本合板商業組合「市況通信」より 
（注）1 車単位（10 トン）問屋売り価格・90 日手形（JAS 製品）東京の合板卸売り価格（円）
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前週比
日合商ホームページより ご確認ください !!

https://www.nichigosho.net　　　　　
新着情報・トピックス
◦�林野庁より「木材産業事業者の従業員に新型コロナウイルス感染

者が発生した時の対応及び事業継続に関する基本的なガイドライ
ン」が策定され、当組合員の皆様へ周知依頼がありました。

◦�新型コロナウイルス緊急対策第２弾として、新型コロナウイルス
感染症の発生に伴い影響を受けた木材産業者を支援するための金
融措置が講じられました。

◦�中小企業庁から「新型コロナウイルス感染症」に係る中小事業者
様の対策として『セーフティネット保証 4 号』が発令されました。

● トピックス▶

合板　短期需給見通し （Unit：1,000㎥）

供給 需 要（出荷） 期末在庫

計 国内製造 輸入合板 計 国内製造 輸入合板 合計 国内製造 輸入合板

2019(R1) 10-12
前回予測 (1,494) (850) (644) (1,490) (860) (630) (1,081.836) (137.792) (944.044)

実績 1,512.575 865.016 647.559 1,534.000 881.144 652.856 1,066.290 132.000 934.290
2019(R1) 計 5,859.154 3,324.103 2,535.051 5,908.000 3,373.540 2,534.460

2020(R2)  1-3
前回予測 (1,456) (840) (616) (1,460) (830) (630) (1,077.836) (147.792) (930.044)

見込み 1,461.000 830.000 631.000 1,420.000 800.000 620.000 1,107.290 162.000 945.290

4-6
前回予測 (1,464) (850) (614) (1,490) (820) (610) (1,111.836) (177.792) (934.044)

見通し 1,432.000 840.000 592.000 1,390.000 790.000 600.000 1,149.290 212.000 937.290
7-9 見通し 1,419.000 850.000 569.000 1,350.000 770.000 580.000 1,218.290 292.000 926.290


